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３．平成２５年度の研究の特筆すべき成果 

 

（１）国内 VLF帯送信電波観測ネットワークの充実 

昨年度に設置した簡易型観測システム（函館、仙台、沼津、垂水）の観測データと

高精度の観測システムを統合した高密度ネットワークデータの初期解析を実施し、

観測結果と理論値の間によい一致が見られたことから、今後地震に先行する電離層

異常の時間空間特性の大幅な同定精度向上が期待される。 

 

（２）国内外との共同研究の推進 

   本学にて国際シンポジウムを開催し、国内外からの地震電磁気分野を含む本ステー    

   ションの研究分野に係る一流の研究者が参加し、具体的な共同研究の議論も行われ   

   た（詳細は下記参照）。 

  （３）複数の独立した電磁気現象による、地震先行異常発生機構の解明と予測精度の向上 

             a) GPSによる地震先行地殻変動と電離層擾乱観測との比較研究 

       b) 地震先行ＵＬＦ及びＥＬＦ磁場異常の比較研究 

 

４．平成２５年度の研究成果の公表実績 

 

平成２５年５月２７日に、国際シンポジウムである「International Symposium on 

Monitoring and Prediction of Earth’s Environment by Using  Electromagnetic 



Methods」を開催した。本シンポジウムの内容は、大気電気、宇宙環境科学、地震電磁気

分野と大変学際的で、多岐にわたり、内外から様々分野のー流の研究者が一堂に会した。

特に地震電磁気分野では、海外からは V．Sorokin教授(ロシア IZMIRAN)、B.Singh 教授(イ

ンドアグラ大)、チェン博士（台湾中正大学）など、国内からは本学メンバー以外にも、

長尾教授（東海大地震予知研究センタ）、藤縄博士（元防災科学技術研究所）等の方々に

コアとなる講演を行っていただき、基礎的なお話と最新の研究成果が発表された。さらに

異分野間の活発な交流も行われた。 

 

研究成果は、査読付きの国際学術雑誌、国内外学会発表等にて行われている。また、総務

省中国総合通信局主催の非常通信セミナーにおいて「電磁気情報の観測による地震予測」

という演題にて、招待公演を実施した（６月広島）。さらに、１月には、北海道上川管内

農業法人ネットワーク主催の気象予測に関する研修会にて「電波を用いた地球環境の監視

と予測」という演題にて、招待公演を行った（１月旭川）。（下記の発表論文等参照） 

 

５．外部資金の獲得状況 

 

科学研究費 基盤研究(C)(採択)(代表)「極域における VLF 帯送信電波を用 いた下部電離

層擾乱に関する研究」（地震に関連する電離層異常も視野に入っている。） 

 

特別運営費交付金(プロジェクト分):(継続)（代表）「電磁気手法を用いた地球環境の監

視と予測」 (H24-H28)  

 

平成25年度名古屋大学太陽地球環境研究所「共同研究」:(継続)(代表) 

「低周波電磁波動と雷活動総合観測を用いた落雷の電気的特性に関する研究」 

   （地震に関連する磁場変動も視野に入っている。） 

 

６．今後の研究発展 

 

まず、整備の遅れている観測機材、特に磁場の観測設備の本設置、VLF帯の送信電波受

信設備のネットワークの高密度化に早急に対処し、本ステーションの要であり研究の

礎となるデータの安定した取得を目指す。また、データの一部は公開するとともに、

現在精力的に進めている、観測データと数値解析の融合による、地震先行電磁気現象

の監視や予測システムの開発という工学的な応用研究も進めていく。ここでは、複数

の独立した観測データを用いた異常検出により、先行現象の同定精度の向上を目指す

とともに、事後解析にはスレットスコアを用いるなど、客観的な予測精度の定量化を

行う。さらに、現在国内外で進行中の共同研究について、地震や地質学の専門家との

連携も積極的に進め、電磁気現象と地震発生のメカニズムとの関連性をより強化する

ことで、地震先行電磁気現象の発生機構の解明と、先行現象のより優れた同定方法へ

の基礎情報を得る。国際的に卓越した研究成果を輩出することにより、本研究ステー

ション、本学、さらには我が国における地震電磁気学研究の世界的なプレゼンスを高



めていく。 
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